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アプリの機能

スマートフォンなどのカメラで撮影した身体の

写真の症状をAIが診断し、どの医者に行けばいい

かを奨めてくれる機能

撮影した身体の部位や自身が摂取した食べ物の

カロリーをAIが読み取ることで、身体の健康状態

や食生活の改善策を奨め、生活習慣病予防に繋

げられる機能

ビデオ通話やコメント機能を設けて、他のユー

ザーや医療従事者が、病気を持つユーザーの悩

みに回答できたり、病院に行く前に直接話せる

ことでユーザーを安心させることができる機能



経緯

• 自分では気づかないうちに病気に罹ってしまう、調
子が悪くても病院に行くほどではない。

→軽い症状のうちに病気の早期発見をしたり、予防を
したい。

・「少しでも症状が出たら」の段階で病院に行く人はとて
も少ない！



他にも…

• 適切な量とバランスの食事をし
ている人は、とても少ない。

• 自分だけでバランスのとれた食
事をとるのは難しい！

• 男性の方が女性よりバランスの
とれた食事がとれていない。



ターゲット

• どの病院に行けばいいかわからない人

• 病院に行く時間がない人

• 病院に行くほどではないが引っかかる症状がある人

• 自分の食生活が気になる人



身体の写真を撮る

指定された病院へ

病院へ

考えられ
る病気

・〇〇病
・☓☓病
・☐☐病

etc

推薦する病院

AIが診断

質問
○○病なん
ですが…

回答
私も○○病
ですが…
○○科に勤
めている者
ですが…



Kcal 計算

おすすめの食品

〇〇Kcal

おすすめの
食品
・○○
・××
・□□

食べた食品の
写真を撮る

AIが写真のカロ
リー計算と不足
している食べ物

を推奨

改善して健康維持へ


